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様式第 3 号（第４条関係） 

会  議  録

１ 会議の名称 松川町教育委員会 令和６年６月定例会 

２ 開催日時 令和６年６月 24 日（月） 

  午後３時 00 分から午後５時５分まで 

３ 開催場所 松川町役場 協議会室 

４ 出席者氏名 溝上正弘教育長、松浦善文職務代理者、井口由紀子委員、正井亜紀委員、

西浦素之事務局長兼こども課長、矢沢秀子生涯学習課長、片桐比呂巳学

校教育係長、高坂徹教育支援主事 

５ 議題（公開又は非公開の別）  

 議題１ 準要保護児童生徒援助費の認定について 非公開 

 議題２ 県教育委員会及び松川町教育委員会相互の連絡調整について 公開 

 報告１ 教育長報告 公開 

 報告２ 生涯学習課報告 公開 

 報告３ こども課報告 公開 

 報告４ 後援について 公開 

６ 非公開の理由 個人情報が含まれる場合は非公開扱いのため 

７ 傍聴人の数 ０人 

８ 会議資料の名称 次第、別紙資料、資料１、資料２、資料３、資料４、資料５ 

９ 審議の概要  

１ 開会 事務局長 

２ あいさつ 教育長より 

３ 会議事項 

 議題１ 準要保護児童生徒援助費の認定について（資料別紙） 

  【採決結果】 

・申請のあった全てについて認定することで問題なし。 

 議題２ 県教育委員会及び松川町教育委員会相互の連絡調整について（資料１）

  【採決結果】 

・提案内容により取り交わしすることで問題なし。 
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 報告１ 教育長報告（資料２） 

【意見等】 

（不登校対応について） 

・中学生が小学生に比べて多い傾向にあるのは中学で新規が多いため

か？次回の定例会にて状況を確認したい。 

・教師に不登校対応に対する意識を持ってもらえる仕組み作りが大切

であり、アウトリーチの支援が重要になってきていると感じる。 

・コロナ禍の影響もあってこども同士の関わりが薄いのではないか。 

・ＩＣＴの影響でもあるのか。 

・極端過ぎるのが良くないと考える。コミュケーションツールはバラ

ンスが大事。かかわる力の育成（スリンプルプラグラム）が重要に

なってきていると感じる。 

・NPO 法人 Hug（ハグ）の活動について、教育委員も内容を知りたい

し、町長等にも状況を知っておいてもらいたい 

 報告２ 生涯学習課報告（資料３） 

【意見等】 

なし 

 報告３ こども課報告（資料４） 

【意見等】 

なし 

 報告４ 後援について（資料５） 

【意見等】 

なし 

４ 今後の日程について 

５ その他 

 【意見等】 

 ・動と静のメリハリを徹底した学校運営が見受けられるようになってきて良い。

・休日の部活動中止のことについては、中体連の存在がどのような扱いになるか

で動きが変わってくるのではないか。 
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・保育園におけるえいご遊びの実際の状況等を教育委員にも確認してもらいた

いと考えている。 

・学校においては不登校対策と学力向上を優先事項で取り組まないといけない。

10 閉会 教育長職務代理者  午後５時５分 


